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＜主な内容＞ 

・巻頭エッセイ：子どもの教育を考える 

・多様な学びの場を求めて―フリースクールの現状とこれから 

・子どもの権利条約の２０年と子どもの学ぶ権利 

・インクルーシブ教育の現場から 

・外国人学校の現状と課題 

・知っている子どものつぶやきから、包容力あるまちづくりへ 

─豊島子ども WAKUWAKU ネットワークの活動 

・社会につながる若者の「居場所」からの報告 

・子ども・子育て支援の自治に向けて 

─身近なところから考える「子ども・子育て支援新制度」 

・親が協働運営する幼児教育施設：プレイセンター 

・保育生協「子どものその」での思い出 

・「ぱる☆キッズ」－パルシステム東京が運営する保育園 

・多様な学びの可能性と公教育のあり方をめぐる論点―教育を受ける権利の視点から 

２０１３年度研究助成 報告論文概要 

・地域映像アーカイブに関する研究 

・ソーシャルビジネスとして農業参入に関する研究―生活協同組合を事例として 

・社会的役割・生きがいを喪失した被災男性高齢者の自己像と適応 

(著者：敬称略)
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＊２１号およびバックナンバーご希望の方は、上記問合せ先までご連絡ください。＊２０号：特集「いま、復興を考える」 

   

『まちと暮らし研究』２１号 

子 ど も の 権 利 と 多 様 な 学 び 

問い合わせ先：一般財団法人地域生活研究所（担当：三浦）

TEL：０３－６８４４－７９４２ 
FAX：０３－６８４４－６８４５ 

1501(2015 年 6 月１6 日発行) ＮＯ、 

『まちと暮らし研究』２１号を発行しました。今号のテーマは「子どもの権利と

多様な学び」といたしました。内容は、一人ひとりの子どもが自分を大切にしな

がら笑顔で日々を過ごせることの大切さと、それを実現するために私たちの社会

の中で行われている多様な取り組みを紹介するものです。 

日々の暮らしの中での子育て支援や多様な学び、若者の居場所づくりといった

様々な取り組みを紹介し、子どもの権利を改めて考えることで、子どもが遊び、

笑い、豊かに育つことのできる社会とはどのようなものか、共に論議できる契機

になればと考えました。なによりも、子育てや教育を親や学校だけに押し付ける

のではなく、社会や地域が一体となって取り組むための一助となれば幸いです。

是非お読みください。 
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2015 年 6 月 12 日（金）、まちづくり研究会の連続講座「まちづくりのいまを考える」の第一回公開研究

会「いま、大都市の復興を考える―神戸から東京へ―」を公益社団法人東京自治研究センターとの共催で開催

しました。 
前半では『まちと暮らし研究』２０号にも寄稿いただいた、神戸まちづ

くり研究所の理事長、野崎隆一さんから「復興まちづくりにおける住民主

体と合意形成」と題してご報告をいただきました。阪神・淡路大震災から

の復興にあたって専門家ボランティアがどのような役割を果たしたかや被

災マンションの再建にあたり合意形成などでいかに苦労されたかを、実際

の事例や、東日本大震災における防災集団移転の取り組みとの比較を交え

てご紹介いただきました。後半では復興まちづくり研究所の濱田甚三郎さ

んより「大都市東京での事前復興の取組と復興課題」と題して報告をいた

だきました。東京における復興グランドデザインや復興マニュアルの作成

に携われた経験から、①東京の被害像、

②東京での事前復興の取組、③復興プ

ロセスでの仮設市街地、④震災復興まちづくり訓練の展開、⑤東京での復

興課題という５点についてご報告をいただきました 
当日は 17 名の参加者があり、報告後、常任理事でまちづくり研究会の

メンバーでもある西田穣さんの司会により質疑と議論を行いました。参加

者からは専門家ではない一般のボランティアが、復興にどのように携わっ

ていけるのかや復興の主体となる地域コミュニティのあり方などについ

て質問があり、活発な質疑と議論が行われました。 
最後に、西田さんからは濱田さんの報告にあった「事前復興」はとても

大切なキーとなる概念であり、今後も議論を深めていきたいという総括が

ありました。 
連続講座「まちづくりのいまを考える」は２０１５年度さらに２回～３

回の開催を検討しており、今回の議論も参考にしつつ、第２回以降の開催を準備していきます。 
 

           

 

２０１５年６月２日（火）２０１５年度第１回生協研究会を開催しました。座長の天野晴子日本女子大教授か

ら問題提起をいただいた後、パルシステム東京組織部長の藤方正浩さんより「シニア男性との連携に向けて～

事業と活動の担い手としての期待と現実～」と題してご報告いただき、報告を受けメンバー間で議論をしまし

た。生協研究会では、維持会員となっていただいている生協からメンバーを補充するとともに、「シニア男性

の生協参加」をテーマに引き続き研究会を重ねていきます。 

まちづくり研究会 連続講座「まちづくりのいまを考える①」 

いま、大都市の復興を考える 

―神戸から東京へ― 開催 

★ 生協研究会も開催しました。 


